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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間（平成28年２月21日から平成28年８月20日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境

の改善が続き緩やかな回復基調で推移いたしましたが、英国のＥＵ離脱問題や新興国をはじめとした世界経済の減

速懸念、個人消費の足踏みなど先行きは依然として不透明な状況となっております。 

家具・インテリア業界におきましても、業態を超えた販売競争の激化及び物流コストの上昇等により引き続き厳

しい経営環境が続いております。 

このような環境の中、当社グループ（当社及び連結子会社）は、当第２四半期連結累計期間において次のような

諸施策を実施いたしました結果、売上高は2,547億63百万円（前年同期比14.7％増）、営業利益は491億70百万円

（前年同期比34.0％増）、経常利益は498億45百万円（前年同期比32.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利

益は328億28百万円（前年同期比43.3％増）となりました。 

① 家具・インテリア用品の販売 

当第２四半期連結累計期間におきましては、接触冷感機能を持つ季節商品「Ｎクール」シリーズの寝具・寝装

品を中心に、食器や調理用品などのキッチン・ダイニング用品、クッション、カーテン等ホームファッション商

品が牽引し、前年同期を大きく上回る売上高となりました。 

当社グループの取り組みといたしましては、郊外型大型店を中心とした従来までの出店戦略の幅を広げ東京都

23区内や駅前立地への出店を加速させ新たな客層の拡大に取り組んでまいりました。また、お客様に支持される

品ぞろえを目指し色・素材・デザインから売場演出・販促活動まで連動させ、品種を超えたコーディネート商品

の開発に注力し、夏のビーチをテーマとした「ＳＥＡ」シリーズは販売が好調に推移いたしました。さらに、

バーティカルマーチャンダイジング活動を継続し、複数商品での原材料の共通使用や新規サプライヤーの開拓を

進め全体最適で商品開発を行い、コスト削減の追求と更なる商品力強化に取り組んでおります。その他、お客様

の利便性向上のためＥＣサイトで購入した商品をニトリ店舗で受け取れる「店舗受取サービス」を７月から全店

で開始し、あらゆる販売チャネルで同様のサービスをご利用いただけるようオムニチャネルの強化に取り組んで

おります。 

商品政策といたしましては、「Ｎクール」シリーズでは東洋紡株式会社と共同開発した吸放湿性に優れた快適

わた「NT FINE™」を使用するなど、原材料の改良により前年度モデルに比べ更なる機能性向上を実現いたしまし

た。また、取扱品種の拡大や安定した商品供給体制の構築、テレビや雑誌など各種メディアを通じた販促効果も

あり、大幅な売上増となりました。家具では品質・機能へのこだわりに加えて多彩な色・サイズ・デザインから

組み合わせを選べる「NITORI STUDIO」のソファ及びベッドフレームや、やわらかく包み込まれる寝心地と耐久

性を追求したマットレス「Ｎスリープ」シリーズなどの自社開発商品が引き続き順調に売上を伸ばしておりま

す。さらに、帝人株式会社と共同開発を行ったランドセル「わんぱく組」シリーズと学習机につきましては、市

場の需要に応えて６月よりＥＣサイト及び一部店舗で先行販売、７月に全店で販売を開始し、テレビＣＭ等の積

極的な販促活動及び早期購入キャンペーンの効果もあり好調に推移しております。 

物流面におきましては、当社グループの物流事業を担う株式会社ホームロジスティクスにおいて、商品を積載

するトラックの荷台部分が脱着可能な「スワップボディコンテナ車」を導入し、荷物の積み降ろしを自社化する

ことにより車両稼働率を向上させ輸送物量の増加を実現するなど、近年のドライバー不足に伴い高騰する物流コ

ストの削減に注力しております。 

店舗面におきましては、オリナス錦糸町店（東京都墨田区）をはじめ東京都23区内や駅前立地への出店を継続

しドミナント化を推し進め、当第２四半期連結累計期間において関東地区で11店舗（出店12店舗、閉店１店

舗）、近畿地区で２店舗、北陸甲信越地区、中部・東海地区、中国・四国地区、九州地区でそれぞれ１店舗と合

わせて17店舗増加し、国内の店舗数は400店舗を達成いたしました。海外の台湾24店舗、米国５店舗、中国８店

舗と合わせて、当第２四半期連結会計期間末における国内・海外の合計店舗数は437店舗となっております。 

その他の活動としましては、企業メセナ活動の一環として北海道のさらなる観光発展に寄与するため小樽市中

心部の歴史的建造物（旧三井銀行小樽支店・旧高橋倉庫・旧荒田商会）３棟を拠点とした「ニトリ小樽芸術村」

を開設いたしました。７月に「ステンドグラス美術館（旧高橋倉庫）」「アール・ヌーヴォーグラス館（旧荒田

商会）」をオープンし、2017年春に「日本近代絵画美術館（旧三井銀行小樽支店）」をオープンする予定となっ

ております。 

また、「平成28年熊本地震」では震災直後より部署横断の対策チームを立ち上げ復旧計画を策定するととも

に、復興支援の一環として被災地の方々へ毛布・敷布団等の寄贈を行ったほか、当日配送の実施や迅速な営業再

開・商品供給体制の構築を実現し地域住民の方々の早期生活復旧支援に取り組みました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の家具・インテリア用品の販売事業の売上高は、2,495億５百万円

（前年同期比14.3％増）となりました。 
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② その他 

不動産賃貸収入及び広告・宣伝事業等により、当第２四半期累計期間のその他の事業の売上高は、52億58百万

円（前年同期比34.2％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ295億86百万円増加し、4,441億28百万円とな

りました。これは主として、現金及び預金が206億36百万円、有形固定資産が137億64百万円増加したことによるも

のであります。 

負債は、前連結会計年度末に比べ182億87百万円増加し、1,018億59百万円となりました。これは主として、流動

負債のその他が148億26百万円、未払法人税等が43億85百万円増加したことによるものであります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ112億99百万円増加し、3,422億68百万円となりました。これは主として、利

益剰余金が289億58百万円増加した一方で、繰延ヘッジ損益が161億73百万円減少したことによるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成28年３月28日付の平成28年２月期決算短信で発表いたしました通期の業績予想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 

平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計

期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物付

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 これにより損益に与える影響は軽微であります。

株式会社ニトリホールディングス（9843） 
平成29年２月期　第２四半期決算短信　

3



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年２月20日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年８月20日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 42,327 62,963 

受取手形及び売掛金 15,258 15,395 

商品及び製品 43,079 34,835 

仕掛品 90 112 

原材料及び貯蔵品 2,247 1,886 

その他 26,994 26,658 

貸倒引当金 △8 △7 

流動資産合計 129,989 141,845 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 88,225 100,151 

土地 115,504 122,459 

その他（純額） 21,134 16,018 

有形固定資産合計 224,863 238,628 

無形固定資産 11,209 12,472 

投資その他の資産    

差入保証金 15,362 14,603 

敷金 18,079 18,284 

その他 15,046 18,303 

貸倒引当金 △9 △9 

投資その他の資産合計 48,478 51,181 

固定資産合計 284,551 302,282 

資産合計 414,541 444,128 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 15,356 13,730 

短期借入金 1,504 875 

未払金 16,195 14,252 

未払法人税等 14,929 19,314 

賞与引当金 3,024 3,387 

ポイント引当金 1,031 1,939 

株主優待費用引当金 191 121 

その他 15,364 30,191 

流動負債合計 67,597 83,811 

固定負債    

長期借入金 625 - 

役員退職慰労引当金 228 228 

退職給付に係る負債 2,279 2,338 

資産除去債務 3,902 4,038 

その他 8,937 11,441 

固定負債合計 15,974 18,047 

負債合計 83,572 101,859 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年２月20日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年８月20日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 13,370 13,370 

資本剰余金 14,411 15,484 

利益剰余金 308,854 337,812 

自己株式 △13,392 △12,586 

株主資本合計 323,244 354,081 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 289 391 

繰延ヘッジ損益 4,165 △12,008 

為替換算調整勘定 2,301 △1,293 

退職給付に係る調整累計額 △305 △291 

その他の包括利益累計額合計 6,450 △13,202 

新株予約権 1,174 1,265 

非支配株主持分 98 123 

純資産合計 330,968 342,268 

負債純資産合計 414,541 444,128 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年２月21日 

 至 平成27年８月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年２月21日 
 至 平成28年８月20日) 

売上高 222,185 254,763 

売上原価 105,208 115,229 

売上総利益 116,976 139,534 

販売費及び一般管理費 80,270 90,363 

営業利益 36,706 49,170 

営業外収益    

受取利息 237 193 

受取配当金 23 26 

為替差益 377 - 

自動販売機収入 108 117 

有価物売却益 141 147 

工事負担金収入 - 147 

施設使用料収入 21 148 

その他 194 141 

営業外収益合計 1,105 922 

営業外費用    

支払利息 39 33 

為替差損 - 187 

その他 1 25 

営業外費用合計 40 246 

経常利益 37,771 49,845 

特別利益    

固定資産売却益 3 649 

補助金収入 - 80 

新株予約権戻入益 5 10 

特別利益合計 8 739 

特別損失    

固定資産除売却損 12 11 

退店違約金等 28 9 

解約違約金 - 107 

特別退職金 - 38 

その他 4 3 

特別損失合計 45 170 

税金等調整前四半期純利益 37,733 50,414 

法人税等 14,812 17,561 

四半期純利益 22,921 32,853 

非支配株主に帰属する四半期純利益 16 24 

親会社株主に帰属する四半期純利益 22,905 32,828 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年２月21日 

 至 平成27年８月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年２月21日 
 至 平成28年８月20日) 

四半期純利益 22,921 32,853 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 349 101 

繰延ヘッジ損益 1,449 △16,173 

為替換算調整勘定 79 △3,594 

退職給付に係る調整額 △0 13 

その他の包括利益合計 1,878 △19,653 

四半期包括利益 24,800 13,199 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 24,784 13,175 

非支配株主に係る四半期包括利益 16 24 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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